
  

第
十
五
回 

中
部
環
境
先
進
五
市 

サ
ミ
ッ
ト
㏌
飯
田 

 

七
月
十
日
、
飯
田
市
産
業
振
興
・
人
材

育
成
基
盤
施
設
を
会
場
に
関
係
都
市
の

首
長
、
住
民
代
表
な
ど
が
一
堂
に
会
し
開

催
さ
れ
た
。 

 

午
前
中
は
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ(
二

十
四
団
体
参
加)

が
「
想
い
を
未
来
に
つ

な
げ
よ
う
～
中
部
環
境
先
進
五
市
か
ら

発
信
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
に
基
づ
き
班

分
け
、
闊
達
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。 

私
は
鞍
掛
山

麓
千
枚
田
保
存

会
、
内
閣
府
地
域

活
性
化
伝
道
師
、

市
環
境
審
議
会

委
員
と
し
て
参

加
、
事
前
に
提
出

し
た
準
備
シ
ー
ト
を
も
と
に
原
点 

「
継

続
は
力
な
り
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

「
四
谷
の
千
枚
田
」
を
地
域
の
宝
と
位
置

づ
け
、
活
動
三
十
五
年
。
活
動 

多
様
性
に

富
ん
だ
豊
か
な
里
地
里
山
づ
く
り
＆
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
～
生
き
も
の
と
共
生
し
た

体
に
優
し
い
コ
メ
づ
く
り
の
実
践
～
地

元
小
学
校
、
調
理
製
菓
専
門
学
校
、
企
業

を
取
り
込
ん
だ
稲
作
体
験
や
環
境
学
習
、

自
然
観
察
会
の
実
施
。・「
四
谷
の
千
枚
田
」

全
部
を
ビ
オ
ト
ー
プ(

生
き
も
の
の
空

間)
と
位
置
付
け
た
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の

の
自
然
再
生
。
生
き
も
の
の
生
息
の
場
で

あ
っ
た
棚
田
も
、
農
薬
な
ど
の
乱
用
に
よ

り
水
生
昆
虫
な
ど
が
極
端
に
減
少
、
「
減

っ
た
、
減
っ
た…
」
と
口
ば
か
り
で
な
く

「
手
心
を
加
え
れ
ば
、
必
ず
蘇
る
」
を
理

念
に
実
施
。
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
、
ヤ
マ
ア

カ
ガ
エ
ル
、
タ
ニ
シ
、
ホ
タ
ル
な
ど
の
再

生
を
試
み
た
。
成
果 

田
ん
ぼ
で
は
、
オ
タ

マ
ジ
ャ
ク
シ
が
遊
泳
、
ヘ
ビ
や
イ
モ
リ
か

ら
回
避
す
る
遊
泳
行
動
が
除
草
効
果
に

繋
が
っ
た
り
、
成
長
し
た
カ
エ
ル
は
ヘ
ビ

が
追
い
、
ヘ
ビ
も
猛
禽
類
の
捕
食
対
象
に

「
生
き
も
の
の
共
生
の
場
」
と
な
っ
た
。

ま
た
、
カ
エ
ル
は
稲
に
上
り
害
虫
駆
除
に

貢
献
す
る
な
ど
、
多
様
性
に
富
ん
だ
四
谷

の
千
枚
田
の
自
然
環
境
の
構
築
に
寄
与

し
た
。
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル=

イ
ギ
リ
スBBC

長
期
取
材―

世
界
発
信
、
小
学
校
教
科
書 

道
徳
読
本
に
掲
載
。
生
物
多
様
性
条
約
締

約
国
会
議(

C
O
P
10
)

愛
知
・
名
古
屋
招
致

活
動
に
貢
献
。「
四
谷
の
千
枚
田
だ
よ
り
」

の
発
行
。(

現
在273

号) 
 

課
題
①
「
国
民
の
宝
」
と
評
価
さ
れ
る

棚
田
の
保
存
継
承
に
邁
進
す
る
棚
田
の

耕
作
者
も
、
高
齢
化
と
害
獣
被
害
に
耕
作

意
欲
の
喪
失
が
危
惧
さ
れ
る
。(

イ
ノ
シ

シ
、
サ
ル
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
な
ど
の
食
性
の

進
化)

②
こ
こ
数
年
、
気
候
変
動
が
大
き

く
、
環
境
の
す
べ
て
に
影
響
が
感
じ
る
。

(

昨
年
・
今
年
の
令
和
の
大
渇
水
、
線
状
降

水
帯
な
ど)

③
里
地
里
山
の
森
林
化
が
進

み
、
湧
き
水
等
の
減
少
、
枯
渇
が
顕
著
で

あ
る
。(1960

年
代
か
ら
の
流
量
は

1/3

に
減
少) 

取
組
み
及
び
必
要
性
①
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ

ー
ン
の
住
め
る
環
境
の
構
築
。
害
獣
対
策

の
推
進
。
②
気
象
変
動
に
柔
軟
に
対
応
で

き
る
環
境
の
構
築
。
③
森
林
の
適
正
管
理
、

広
葉
樹
の
植
栽
推
進
な
ど
を
議
論
材
料

と
し
た
。 

午
後
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
五
市
の
首
長

が
壇
上
で
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
成

果(

お
国
自
慢)

を
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ
Ｉ
の
順
で

プ
レ
ゼ
ン
、
多
治
見
市(

Ｔ)

「
市
民
参
加
」

こ
れ
ま
で
の
環
境
施
策
の
歩
み
と
今
後

の
展
望
。 

安
城
市(

Ａ)

市
民
ぐ
る
み
の

ご
み
減
量
の
成
果
や
、
紙
お
む
つ
の
リ
サ

イ
ク
ル
実
験
。
新
城
市(

Ｓ)

下
江
市
長
は

地
域
資
源
や
前
回
ホ
ス
ト
市
と
し
て
の

経
験
を
交
え
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

の
想
い
を
発
表
。=

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
宣
言
、
森

林
保
全
の
推
進
。
事
例
と
し
て
横
浜
ゴ
ム

新
城
工
場
生
物
多
様
性
チ
ー
ム
の
主
導

で
産
官
民
連
携
に
よ
り
四
谷
の
千
枚
田

に
繁
茂
す
る
外
来
植
物(

ア
メ
リ
カ
セ
ン

ダ
ン
グ
サ)
の
駆
除
作
戦
な
ど
。=

掛
川
市

(

Ｋ)

伝
統
的
な
環
境
調
和
型
の
施
策
、
こ

れ
ま
で
の
成
果
。
飯
田
市(

Ｉ)

環
境
で
飯

が
食
え
る
街
を
目
指
し
た
い
。
と
報
告
。 

 

Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ
Ｉ
み
ら
い
共
同
宣
言
要
約 

中
部
環
境
先
進
五
市(

多
治
見
市
、
安

城
市
、
新
城
市
、
掛
川
市
、
飯
田
市)

は
、

県
境
を
越
え
、
環
境
分
野
を
中
心
に
多
様

な
取
組
を
連
携
し
て
進
め
て
き
た
。
こ
れ

ま
で
行
っ
て
き
た
中
部
環
境
先
進
五
市

サ
ミ
ッ
ト
定
期
開
催
は
十
五
回
の
開
催

で
幕
を
下
ろ
し
、
区
切
り
を
つ
け
、
新
た

な
ス
テ
ー
ジ
に
移
行
す
る
。
サ
ミ
ッ
ト
で

示
さ
れ
た
意
義
を
継
承
し
、
行
政
、
市
民
、

事
業
者
と
い
っ
た
多
様
な
主
体
が
引
き

続
き
協
力
し
な
が
ら
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

即
し
た
発
展
を
目
指
し
て
い
く
た
め
、
次

の
基
本
方
針
を
共
有
し
、
連
携
・
協
力
し

て
取
り
組
む
こ
と
を
共
同
宣
言
し
た
。 

 

余
談
で
は
あ
る
が…

サ
ミ
ッ
ト
会
場

は
旧
飯
田
工
業
高
校
の
跡
地
を
「
産
業
振

興
と
人
材
育
成
の
拠
点
エ
ス
・
パ
ー
ド
」

と
し
て
活
用
。
高
校
生
の
学
び
舎
ら
し
く
、

超
急
な
階
段
を
そ
の
ま
ま
、
体
育
館
な
ど

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
施
設
で
、
す
ご
く

新
鮮
に
感
じ
た
。
流
石 

武
田
信
玄 

     
                   

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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念
仏
踊
り 

天
竜
川
す
じ
に
伝
わ
る
念
仏
踊
り
（
遠

州
大
念
仏
や
南
信
州
・
三
遠
信
地
域
の
念

仏
踊
り
な
ど
）
の
ル
ー
ツ
は
、
平
安
中
期
、

空
也
上
人
が
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
念
仏

を
唱
え
な
が
ら
歩
い
て
人
々
に
信
仰
を

広
め
た
の
が
原
点
と
云
う
。
鎌
倉
時
代
に

一
遍
上
人
が
鉦
や
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し

な
が
ら
踊
る
ス
タ
イ
ル
が
全
国
の
民
衆

に
爆
発
的
に
普
及
、
民
俗
芸
能
が
往
来
す

る
回
廊
で
あ
る
信
州
（
南
信
）
や
遠
州
、

三
河
の
山
間
部
な
ど
の
地
域
へ
念
仏
や

祭
祀
形
態
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
地
域
の
展

開
と
目
的
精
霊
供
養
（
初
盆
の
慰
霊
）
な

ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
初
盆
を
迎
え

た
家
々
を
巡
っ
て
亡
き
霊
を
慰
め
る
宗

教
的
・
地
域
的
な
行
事
と
し
て
定
着
し
た
。 

 

私
た
ち
の
住
む
旧
海
老
町
で
念
仏
踊

り
が
行
わ
れ
た
集
落
は
、
大
代
・
大
林
、

身
平
橋
、
与
良
木
、
方
瀬
・
真
菰
、
入
洞
・

川
売
、
須
山
、
山
中
な
ど
で
あ
り
、
現
在

で
は
身
平
橋(

西
組
共
進
連)

と
方
瀬
・
真

菰(

方
真
連)

の
み
で
あ
る
。
何
れ
の
集
落

も
少
子
化
の
影
響
で
「
若
い
衆
」
不
足
が

深
刻
化
、
与
良
木
組
は
昭
和
三
十
年
に
、

大
代
・
大
林
組
は
平
成
七
年
に
そ
れ
ぞ
れ
、

若
い
衆
が
下
駄
を
預
か
っ
た
。 

 
 

新
仏
、
本
尊
様
供
養
の
順
序 

 
 
 

事
例 

初
盆(

庭
受
け)

身
平
橋
組 

〇
入
り
庭 

行
列
は
高
張
・
中
老
・
笛
・
太

鼓
・
鉦
・
高
張
の
順
に
初
盆
宅
の
上
坂
を

庭
先
ま
で
「
道
行
」
を
、
上
坂
が
長
い
場

合
は
「
祇
園
囃
子
」
で
進
む
。
庭
受
け
し

た
施
主
や
親
戚
衆
は
門
で
出
迎
え
る
。 

 
(

昭
和
三
十
年
代
に
は
小
中
学
生
が

「
道
行
」
の
途
中
か
ら
「
数
え
唄
」
で
舞

い
込
み
を
行
っ
て
き
た
が
、
少
子
化
で
自

然
消
滅)

。
〇
庭
で
は
「
二
上
り
」(

庭
借

り
と
も
云
っ
た)

で
「
輪
づ
く
り
」
を
、
笛

と
鉦
は
列
外
に
出
る
。
続
い
て
「
岡
崎
」、

「
し
ゃ
ん
ぎ
り
」
、「
四
つ
拍
子
」、「
十
六

拍
子
」
な
ど
で
「
は
ね
込
み
」
を
行
う
。

〇
中
老
衆
は
新
仏
に
「
念
仏
」
を
あ
げ
る

と
、
施
主
や
親
戚
衆
は
仏
前
に
座
っ
て
神

妙
に
念
仏
を
受
け
る
。
〇
「
取
り
唄
」
は

中
老
衆
が
唄
い
、
若
い
衆
が
太
鼓
と
鉦
で

跳
ね
る
。
そ
の
時
、
笛
は
な
い
。
〇
手
踊

り
は
若
い
衆
の
音
頭
出
し
「
♪
踊
ら
ま
い

か
よ 

三
人
で
な
り
と
♪
」
で
「
輪
づ
く

り
」、「
御
嶽
」、「
お
さ
ま
甚
句
」、「
十
六

踊
り
」、「
や
ん
さ
」、「
と
よ
え
」、「
し
ょ

ん
が
い
な
」、「
ち
ょ
い
な
ち
ょ
い
な
」、
最

後
に
「
数
え
唄
」
で
鉦
が
入
り
手
踊
り
は

終
わ
る
、
〇
引
き
庭
の
合
図
に
「
大
拍
子
」

(

笛
は
な
い)

を
、「
し
ゃ
ん
ぎ
り
」、「
四
つ

拍
子
」
、
「
十
六
拍
子
」
な
ど
を
跳
ね
る
。

そ
の
時
、
親
戚
衆
や
コ
ケ
好
き
な
連
中
も

跳
ね
た
り
す
る
。
〇
中
老
衆
の
念
仏
。
〇

太
鼓
の
中
打
ち
の
み
の
「
出
の
岡
崎
」
〇

引
き
庭 

「
道
行
」 

施
主
や
親
戚
衆
は
門

で
見
送
る
。 

 

身
平
橋
組
の
伝
承
文
化
「
念
仏
踊
り
」

を
、
む
ら
人
と
し
て
継
承
。
そ
の
一
連
の

流
れ
、
変
遷
を
記
憶
か
ら
辿
っ
て
み
た
。 

お
知
ら
せ 

八
月
十
四
日
、
念
仏
踊
り

が
海
源
寺
で
行
わ
れ
る
。 

作
柄
予
想 

 

気
象
庁
は
、
四
十
℃
以
上
の
日
を
気
象

用
語
と
し
て
酷
暑
日
を
正
式
に
決
定
。 

 

千
枚
田
の
稲
作
も
幼
穂
形
成
期
以
降
、

暑
い
日
が
続
き
、
今
の
と
こ
ろ
ウ
ン
カ
も

カ
メ
ム
シ
も
、
あ
ま
り
姿
も
な
く
、
す
こ

ぶ
る
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。 

た
だ
、
昨
年
被
害
が
顕
著
で
あ
っ
た
植

食
動
物
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
サ
ル
軍
団
が

「
千
枚
田
の
コ
メ
は
旨
い
」
と
来
な
け
れ

ば
よ
い
が
、
き
っ
と
、
来
る
。
困
っ
た
も

の
だ…

 
     

行 
 

令
和
八
年 

八
月

十

五

日 
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千
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保
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愛知万博出演 2005.5.30 / 7.1 


